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1 中村元他［2002 : 425-426］ 
2 藤井教公［1999］、関口真大［1969］、坂本幸男［1937］等。 
3 『大智度論』巻第１の「復次、佛欲說第一義悉檀相故、說是般若波羅蜜經……第一義悉檀、是義甚深、難見難解。
佛欲說是義故、說摩訶般若波羅蜜經」(T25, no. 1509, p. 59, b17- p. 61, b18)を参照。 
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 悉是此言、檀是梵語。悉之言遍、檀翻為施。佛以四法遍施眾生。故言悉檀也。(T33, no. 1716, 


















5 関口真大［1974 : 56］（関口真大［1978 : 630］） 
6 『玄疏』巻第 1 では、「悉是隋音、檀是胡語。悉之言遍、檀翻言施。佛以此四法遍施眾生。故言悉檀也」(T38, no. 
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9 『玄疏』巻第 1 の「一明用四悉檀起三藏教者……開佛知見也」(T38, no. 1777, p. 521, c17-p. 522, a4)を参照。 
智顗の「四悉檀」解釈 
































10 『玄疏』巻第 1 の「一明用四悉檀起三藏教者……開佛知見也」(T38, no. 1777, p. 521, c17-p. 522, a4)を参照。 
11 『玄義』巻第 1 の「大經云……說四種法」(T33, no. 1716, p. 688, a16-20)を参照。 
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文献 赴縁 赴機 赴機縁 赴縁機 
『玄疏』 26 6 1 0 
「対四悉檀」 24 1 0 0 
『玄義』 8 7 0 0 
「会異」 0 0 0 0 
『文句』 4 3 0 0 
『摩訶止観』 3 2 1 0 
『三観義』 4 1 0 0 
『四教義』 13 4 0 0 
『文疏』 22 29※ 0 0 




12 藤井［2011 : 129］は、『玄義』巻第 8 の「言法本者、一切皆不可說。以四悉檀因緣、則有言說。世界悉檀說、則
為教本。為人・對治、則為行本。第一義悉檀、則為義本。所言教本者、金口所說一言為本、流出無量言教。若通、
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 赴小乘十因緣法所成樂欲・小善・障重・鈍根諸聲聞弟子。(T38, no. 1777, p. 521, c19-20) 
 小乗の十因縁の法によって成立した欲望・小善・障重・鈍根・諸声聞の弟子たちに応じる。 
 
 赴十因緣法所成三乘根性人。(T38, no. 1777, p. 521, c24-25) 
 十因縁の法によって成立した三乗の根性の人に応じる。 
 
 赴十因緣法成別教根緣。(T38, no. 1777, p. 521, c29) 
 十因縁の法によって成立した別教の根縁に応じる。 
 








 ② 既に２－②で見た『玄疏』「起経論」にも、 
 
 第六明起經論者、夫佛法至理、不可以言宣。豈存言方語本十二部乎。但十方諸佛為利眾生、皆




































13 『玄疏』巻第 1 の「一悉檀起圓教者……四番悉檀、說四種四諦、赴緣、起涅槃教也」(T38, no. 1777, p. 522, b21-
c3)を参照。 
14 『玄義』巻第 1 の「復次、用別・圓兩種四悉檀說十二部經者……是起法華教也」(T33, no. 1716, p. 688, c28-p. 
689, a5)を参照。 
15 『玄疏』巻第 1 の「次歷教明聖說・聖默之相者……即聖默然也」(T38, no. 1777, p. 523, b9-26)を参照。 
16 『玄義』巻第 1 の「華嚴中數世界不可說不可說……名聖默然」(T33, no. 1716, p. 689, b3-20)を参照。 
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 因緣亦名感應。眾生無機、雖近不見。慈善根力、遠而自通、感應道交。故用因緣釋也。(T34, no. 








17 佐藤［1961 : 343］、菅野［2005 : 84］、山口［2014a : 246］等を参照。 
智顗の「四悉檀」解釈 












 ① 一つの言葉を、世界悉檀・各各為人悉檀・対治悉檀・第一義悉檀の立場から解釈する。 
 ② 一つの文章の部分ごとに、世界悉檀・各各為人悉檀・対治悉檀・第一義悉檀によって解釈する。 











 因緣釋甚廣。不能具載、云云。(T34, no. 1718, p. 3, a25-b2) 
 「如是」とは、三世の仏は経の初めにすべて「如是」を置く。 
 
18 平井［1985 : 229-250］「『文句』四種釈と吉蔵四種釈義」 







20 『注維摩詰経』巻第 1「仏国品 1」の「如是。肇曰。如是信順辭。夫信則所言之理順。順則師資之道成。經無豐
約。非信不傳。故建言如是」(T38, no. 1775, p. 328, a12-14)を参照。 
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 又佛子所應得者、皆已得之。文云、安住實智中。我定當作佛。此第一義釋也21。(T34, no. 1718, 









21 『妙法蓮華経』巻第 2「譬喩品 3」の「爾時舍利弗踊躍歡喜……教化諸菩薩」(T09, no. 262, p. 10, b29-p. 11, b8)
の解釈。 
智顗の「四悉檀」解釈 
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表２：『文句』における四悉檀の用い方の一覧 
No. 分類 品 解釈される語・文等 
〈1〉 ① 序品第１ 如是 
〈2〉 ① 〃 我聞 
〈3〉 ① 〃 一時 
〈4〉 ① 〃 仏 
〈5〉 ① 〃 住 
〈6〉 ① 〃 憍梵波提 
〈7〉 ③ 方便品第２ 方便品（二慧） 
〈8〉 ② 〃 取要言之……不須復說。 
〈9〉 ① 〃 安詳而起  
〈10〉 ① 〃 告舍利弗 
〈11〉 ① 〃 加趺坐 
〈12〉 ③ 〃 如是（五濁） 
〈13〉 ② 〃 無量方便力…… 
〈14〉 ① 譬喩品第３ 譬喻品 
〈15〉 ② 〃 今從世尊聞此法音……教化諸菩薩。 
〈16〉 ② 〃 今從世尊聞此法音……得佛法分。 
〈17〉 ② 〃 長者作是思惟…… 
〈18〉 ① 信解品第４ 信解品 
〈19〉 ① 薬草喩品第５ 藥草 
〈20〉 ② 〃 破有法王……令得正見。 
〈21〉 ① 授記品第 6 授記 
〈22〉 ② 化城喩品第 7 是時十六菩薩知佛入室…… 
〈23〉 ① 見宝塔品第 11 見寶塔品 
〈24〉 ① 安楽行品第 14 安樂行 
〈25〉 ① 従地涌出品第 15 從地踊出品 
〈26〉 ① 如来寿量品第 16 諸所言說皆實不虛 
〈27〉 ② 〃 以諸眾生有種種性……常住不滅。 
〈28〉 ① 〃 貪著五欲入於憶想 
〈29〉 ① 嘱累品第 22 我於無量劫修是難得之法 
〈30〉 ① 普賢菩薩勧発品第 28 勸發 
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分類 回数 割合 
① 20 回 66.7% 
② 8 回 26.7% 





 『文句』自体が譬喩品第 3 までで全体の半分程度、安楽行品第 14 までで全体の 8 割程度であるか
ら、四悉檀が用いられる頻度もそれに比例していることが分かる。後半では、如来寿量品第 16 の解釈



















〈１〉『文疏』巻第 2 23 
 二約佛說教明一時者、方便用三悉檀起教、即是多時。實慧用第一義悉擅起教、即是少時。總此















24 『維摩詰所説経』巻第 1「仏国品 1」の「一時」(T14, no. 475, p. 537, a7)の解釈。 
25 藤井［2013］を参照。 
26 『維摩詰所説経』巻第 1「仏国品 1」の「佛以一音演說法、或有恐畏或歡喜、或生厭離或斷疑、斯則神力不共法」
(T14, no. 475, p. 538, a6-7)を参照。 
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 此兩行偈、是三歎樂說辯也。……又約悉檀者、三界苦可畏、即世界悉檀也。歡喜即為人。令生
善根故歡喜。厭離是厭煩惱。即對治藥病相對也。斷疑即見諦道、是第一義。一音之演、其力如是。




























27 『維摩詰所説経』巻第 1「仏国品 1」の「無量功德皆成就、無量佛土皆嚴淨。其見聞者、無不蒙益。諸有所作、
亦不唐捐」(T14, no. 475, p. 537, a27-29)を参照。 
28 『維摩経文疏』巻第 4 に「近無等等佛自在慧。第三約隣果歎德、此文有三別。一歎自行。二歎化佗。三總釋
成」(X18, no. 338, p. 488, b22-24)とある。 
29 文意により、「已」を「己」に改める。 
智顗の「四悉檀」解釈 






























30 『維摩詰所説経』巻第 1「弟子品 3」の「欲行大道、莫示小徑。無以大海、内於牛迹。無以日光、等彼螢火」(T14, 
no. 475, p. 541, a1-2)を参照。 
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表４：『文疏』における四悉檀の用い方 
No. 分類 品 解釈される語・文等 
〈1〉 ① 仏国品第 1 一時 
〈2〉 ③ 〃 （化他） 
〈3〉 ② 〃 佛以一音演說法。或有恐怖、或歡喜、或生厭離、
或斷疑。斯則神力不共法。 
〈4〉 ① 弟子品第 3 時維摩詰來謂我言、「唯、富楼那。先當入定、觀此
人心、然後說法。無以穢食、置於寶器」。 
〈5〉 ③  〃 （念行六度） 
〈6〉 ④  〃 （満願が説くべき教え） 








 一方、四悉檀全体としてのはたらきに言及している文は、灌頂による補遺部分 1 カ所も含めて 30 カ













31 藤井［2013］では、この 3 カ所のみを取り上げている。 
32 『大正新脩大蔵経』のページ数で概算した。 
智顗の「四悉檀」解釈 

































33 第 8 回「東アジア仏教研究会・年次大会」2009 
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34 神達［2008a : 435］は、『玄義』巻第 1「会異」と『四教義』巻第 1 の記述に基づき、「四悉檀によって化法四教
を起したとするのは、智顗が四悉檀を根拠に四教を構想したということではなく、むしろ仏が四悉檀を用いて四不
可説、四種四諦を説き、智顗がそれに基づいて化法四教の法門を立てたことを意味するのだろう」と述べている。 
35 『玄疏』巻第 1 には、「さまざまな仏・菩薩は、もし悉檀を用いなければ、どうして三観を修行して［仏の］道
智顗の「四悉檀」解釈 






















菅野博史訳注 2018『現代語訳 法華玄義』上、東洋哲学研究所 
坂本幸男 1937「経典解釈の方法論の研究（下）」『支那仏教史学』1-4、法蔵館（坂本幸男『華厳教学









三觀而進道、演說教門而度一切）」(T38, no. 1777, p. 520, b13-14)とあり、仏・菩薩が四悉檀を用いることによっ
て、道に入り、すべての人々を救済するとしていることは注目に値する。 
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